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評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見
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教務

生徒指導

進路指導

研修

A
警察等の関係機関との連携を図り、情報交換等を月に１回行う。

Ａ

B

A Ａ

A

A Ａ

A

A

校外研修への積極的な参加を図

る。

Ａ

マナー・モラルの育成など、基本的

生活習慣を身に付けさせる。

地域や関係機関との連携を図

る。

職業観や労働観を養い、３年間を見

通したキャリア教育を推進する。

基礎学力の充実

規範意識の醸成と社会モラルの育成

生徒の勤労観及び職業観の育成、コミュニケー

ション能力の育成

特別支援教育及び教育相談体制の充実

「遠賀スタイル」を推進し、主体的・対話的で深い学びを促す授業づくりを展開する。

生徒の背景などを把握して、生徒理解を深めた指導を実践し、立ち止まり指導の徹底を図る。

A

A

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

A

A

A

○教務～広報まで
・本年度より観点別評価が全学年で実施と
なっていたり、校内研修の充実化がなされ
ていたりなど、各分掌や学年のセクションを
超えて、教職員一丸となったスクールマネジ
メントが醸成されているように感じました。
・誰一人取り残さない教育に教職員が一丸
となって取り組む姿勢に感動するとともに、
今後も大変御苦労だと思いますが、継続し
て取り組んでいただきたいと思います。
・テストの結果だけでなく授業態度や提出
物、出席状況なども生徒の評価の対象とし
て、社会のルールと集団の協調性など育成
されている印象がある。１年生の状態より３
年生の状態が良くなっており、その成果が
見て取れることから、本人の成長とともに学
校側の指導の成果でもあると思われる。ま
た、就職など進路目標もほぼ達成されてお
り、保護者にとっても良い成果が得られてい
る。

○農場部
・昨年度に引き続き、甲種農学校という歴史
と伝統についても中学校や社会に対してＰ
Ｒできるような農業教育のブランド化や差別
化がなされることを期待します。
・３年間のコロナ禍で大きな影響を受けたと
思いますので、今後に期待したいと思いま
す。
・イベントなどを通し地域との連携も図られ、
地域住民からの信頼や期待も大きくなって
おり、生徒はそれにしっかりと応えているよ
うに思われる。また、それらの連携により生
徒のコミュニケーション能力の向上に繋がっ
ていると思われる。

○学年
・貴校の指導課題である生徒指導の徹底が
３学年にわたってなされたことで、先生方や
管理職の苦労の結果が１４０名以上の新入
生の確保に繋がったのではと思います。生
徒指導や学習指導等で大変御苦労されて
いる日々の教育状況の中ですが、学力の
高い生徒や就学意欲の強い生徒への指導
の強化が更になされると、有名大学への進
学など遠賀高校のスクールブランドの強化
が一層なされると思いました。
・３年間の一貫した教育の中で積み重ねら
れた成果が最終学年で出たと思います。
・２年生の修学旅行では、福島の被災地に
出向くなど、「修学」としての機能をしっかり
と果たしていると思われる。

就職内定率１００％を目指す。

部活動への積極的な加入を推進し、部活動加入率３０％を目指す。

進路指導における情報の共有化を図り、

進路未決定者を出さないよう取り組む。

学　校　運　営　計　画　（４月）

Ａ Ａ

具　体　的　目　標

・「遠賀スタイル」の授業展開、及び日々の授業評価による生徒の学ぶ意欲の向上と課題解決能力、

自己肯定感の涵養

・「検定学習帳」を活用した生徒の「学び直し」支援　　・１学年次の「習熟少人数指導」

・「授業サポーター」による、生徒が落ち着いて授業に臨む環境作り

・「立ち止まり指導」の徹底　　・５分前行動の徹底　　・挨拶の励行・整理、整頓、清掃の指導

・部活動の活性化　　・生徒会の活性化と生徒が主役の学校行事の推進

・すべての教育活動における人権感覚の育成

・卒業生、保護者、外部講師などを活用した進路講話　　・キャリアカウンセリングの充実

・進路支援コーディネーターのノウハウ活用とマニュアル化

・学科、コースの特色を生かした資格取得の推進　　・応募前職場見学の積極的実施

・インターンシップ、オープンスクールの充実　　・面接指導の充実

○マナーやモラルの育成については、年度当初に教員間での意思統一
を図り、「社会のルールが学校のルール」をモットーに生徒指導に当た
る。校則の見直しについても、継続して行う。
○生徒会と各科・コースのリーダー育成を図り、様々な学校行事を生徒主
体で実施できるように教員は指導助言を行う。また、学校行事は、早めに
計画を立て、職員に提示する。
○地域や関係機関との連携は図られているので、今後も継続して実施し
ていく。

○１年間「凡事徹底」をテーマとして掲げ、社会人になっても大切な挨拶を
重点的に指導してきた。まだまだ不十分なところがあるため、来年度も継
続して指導していく。
○生徒の希望に沿った進路決定や早期離職防防止のため、３年間を通し
たキャリア教育を見直した。また、外部との連携も含め今年度の反省を行
い、次年度に生かしていく。
○学年団や進路コーディネーターと連携を密にとり、情報の共有化を図る
ことができた。来年度も一人ひとりに合わせた進路決定に向けて取り組
みたい。

○授業公開については、先生方が積極的に参加し充実したものとなっ
た。授業アンケートをどのように授業改善につなげるかが次年度以降の
課題となった。
○校内研修については、初任者が５名おり、学校全体で研修を行った。
各分掌と連携し校内研修を行ったことで充実したものとなり、授業改善や
学校活性化につながったと考えられる。
○校外研修は、昨年度より多くの先生方が参加することができた。その研
修で学んだことを、校内にどのように還元していくかが次年度の課題であ
る。

・特別支援学校及び小中学校との連携による特別支援教育の視点を踏まえた生徒支援

・特別支援教育コーディネーター（学年配置）を中心とした、個のニーズに応じた教育の推進

・特別支援教育支援員、特別支援教育ボランティアによる対象生徒への積極的支援策の構築

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど外部専門家の活用

・ケース会議の定期開催　　・全校一斉面談の実施　　・１学年全員の家庭訪問実施

・連続欠席（３日以上）生徒の家庭訪問の実施

・出前授業の推進　　・ボランティア活動への積極的参加　　・地域の方々との積極的な交流

授業公開月間を設け、３人以上の授業参観を目指す。授業公開月間並びに授業アンケート

を活用して授業の充実を図る。

校内検定への取組を通して基礎学力向上に努め、義務制段階の学び直しを進める。

観点別学習状況の評価の導入にともない、善悪の判断ができ、意欲的・主体的に行動できる生徒を育成する。

欠席・遅刻者を出さないための指導の徹底と、原級留置者数・中途退学者数合わせて１５名以内を目指す。

全教員が同一基準で観点別学習状況評価にあたり、統一的な指導を実施する。

開かれた学校づくりの推進

具　体　的　方　策

　昨年度本校は、特色化選抜の実施か

ら４年目を迎えて周知されたことや、

制服の変更、部活動の活性化によって

学校の落ち着いたイメージが地域に定

着してきたことで、１４０名以上の新

入生を確保することができた。また、

進路実績においても３年連続して就職

内定率１００％を達成するなど、ユニ

バーサルデザインを意識した「遠賀ス

タイル」による授業の充実や生徒主体

の学校行事の実施により、意欲的に取

り組む生徒の育成が図られ良い結果に

つながっている。今年度は、これらの

取組を推し進めるとともに、さらに地

域に根ざした遠賀高校を作り上げてい

きたい。

具体的目標

各種委員会を学期に一度実施し、生徒会役員やリーダーの育成と生徒会活動の活性化を目指す。

観点別学習状況の評価の適切な実行

とともに，授業改善への取組を行

う。

学校関係者評価

次年度の主な課題

授業アンケートを７・１２月に実施し、生徒の実態把握と授業改善に活用する。

校外研修の案内を行い、積極的な参加を促し、昨年度より参加率を上げる。

校外研修に参加することで、スキルアップと授業改善につなげる。

１年「知る・学ぶ」２年「経験する」３年「挑戦する」をテーマに計画を立てる。

社会人と連携した「生きたキャリア教育」を推進するため、外部との連携を密にする。

地域の方からの相談等に即時に対応し、学校の指導方針に理解と協力を得る。

観点別学習状況の評価の結果に基づき、教員自身の授業改善を促す。

日常の服装や言葉遣い等の指導や式典・集会指導を強化し、規範意識の向上を図る。

学年団と進路指導部・進路支援コーディネーターとの情報共有・連携を徹底する。

日常での挨拶の徹底と、言葉遣い等社会人として必要な力を身に付けさせる。

早期退職を防止するため、応募前職場見学を徹底する。

各分掌と連携し、時期や要望に応じた校内研修を計画・実施する。

校内研修の案内と積極的な参加を促し、学校の活性化につなげる。

様式３

自己評価

令和　５　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立遠賀高等学校

昨年度の成果と課題

学校運営方針
　校訓「自立・勤勉・創造」のもと、地域を愛し、地域に愛され、地域に信頼される校風づくりに努める。志をもって意欲的に学び、自律

心と思いやりの心をもち、地域に貢献できる責任感ある人材の育成を目指す。

年　度　重　点　目　標

○本年度より観点別評価が全学年で実施となった。観点別評価により、
意欲的主体的に行動できる生徒の育成を目指したが定着には時間が必
要であり、次年度以降継続的に取り組む必要がある。また、教員自身の
授業改善を促したが、積極的に取り組んでいた。統一的な指導について
は、教員に必要性を確実に伝達し、全教員が意識して行うよう継続した取
組が必要である。
○校内検定を今後どのように実施していくことが義務教育段階の学び直
しにつながるかを議論し、基礎学力向上につながる取組になるよう実施し
ていくことが必要である。

確かな学力の定着を図り、授業

改善に努める。

生徒会活動（部活動）の活性化

に努める。

進路目標を達成するために様々

な取り組みを行う。

校内研修の精選及び校内研修の

参加促進を図る。

A

A

A

A

授業規律の確立、基本的な生活

習慣を身に付けさせる。
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○学校経営方針等
・少子化の中で多くの高校が学生募集
で苦戦する中、貴校が１４０名以上の新
入生を確保できたのは、入学者への基
礎学力の徹底と基本的生活習慣の指
導の徹底など、管理職と現場教員の協
働が功を奏し、貴校に対するイメージの
向上が地域社会に浸透した結果ではな
いかと思います。
・運営方針・重点目標・具体的目標と具
体化することにより、一歩一歩ではある
が、遠賀スタイルの成果を上げることが
できたと思う。
・進路の現状を踏まえ、規範意識の醸
成と社会モラルの育成について重点を
置いて計画されており、学問だけでなく
社会人としての人間形成に適切な指導
方針で、それをしっかりと実践されてい
る。

○その他
・従来の教育システムになじみにくい生
徒を多く抱えながら、全日制普通科及
び農業食品科の教育課程を実施しなけ
ればならないのは、本当に大変なことだ
と痛感いたします。遠賀郡唯一の高校
であり、地域社会の期待にも応えてい
かれていることは並大抵のことではな
いと想像いたします。遠賀高校に入学し
たことでの生徒達の成長の効果が地域
社会から認識されているからこその入
学者増と思います。引き続き、貴校の
発展のために御尽力いただけますと幸
いです。
・私どもの法人で調理や介護で入職し５
～１０年経つ貴校の卒業生は、入職時
と変わらず礼儀正しくはつらつとした仕
事ぶりに高齢者の方々や他職員からも
信頼を得ており、大変嬉しく思っていま
す。
・人間としてはまだまだ未熟な生徒たち
に対し、教員の方々の丁寧な指導と情
熱のこもった想いが感じられ、非常に一
体感のある教育環境であることが伺え
る。今後益々の学校の成長に期待した
い。

様々な体験活動を通して希望進路を決定

させ、その実現に近づけさせる。

受検者数を増加させる。

ＰＴＡ活動の活性化を図る。

実験実習の充実を図り、「遠賀スタ

イル」でのわかる授業の推進に努め

る。

学科生徒の進路実現に向けた

キャリア教育の充実を図る。

地域や各関係機関との連携を図

り、学校活性化に努める。

基本的な生活習慣を身につけさせ、全日

制高校生としての生活基盤を固める。

基礎基本を中心に学力を向上させるとと

もに勉強方法を身につけさせ、意欲を高

める。

卒業後を見据えた進路意識の育成と

愛される人間性の育成をはかる。

　・生徒の進路目標の達成のために、組織的段階的に進路に関する取組を実施する。
　・生徒の組織的な健全育成のために、分掌と学年の連携の在り方を検討し実施する。

　・誰もが理解しやすい評価にするために、具体的方策の中に数値目標をできるだけ設定する。
　・観点別学習状況評価を徹底するために、職員研修を実施し教科内での意思統一を図る。
　・規範意識を育成するために、生徒指導の在り方を検討し実施する。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

B

B

B

基本的な生活習慣を体得させ、遠賀高校

の中核としての規範意識の向上を図る。

授業を根幹とした学習の積み重ねにより

学力を向上させ、自尊感情を高めさせ

る。

人権尊重の視点に立つ授業を推

進する。

生徒の実態把握と生徒支援の充

実を図る。

学校行事や生産物等の販売を通して地域との交流活動を実施する。

ＨＰを利用し、学校での生徒の諸活動、部活動等の宣伝を積極的に行う。

B

Ａ

Ａ

保健

健康に関する自己管理の意識向上と健康

課題を改善・克服する資質を身に付けさ

せる。

生徒の現状・実態を把握し、全教職員で

の情報共有に努め、教育相談の充実も図

る。

校内および学習環境を整備し、公共

物を大切にする公徳心を育成する。

A

A

B

第三学年

進路決定率１００パーセントを達成させる。

社会で必要とされる挨拶・素直さ・謙虚さを学校行事を通して身につけさせる。

ボランティア活動等を通して地域と連携した生徒の取組を推進する。

希望進路の実現を通じて、社会に寄与で

きる力を身につけた生徒を育成する。

生徒の主体的な活動による広報

活動の充実を図る。

第二学年

広報

農場

第一学年

校内の特別支援教育の取組の充

実を図る。

A

A

A

A

基本的な生活習慣を継続させ、最上

級生として模範となる生徒を育成す

る。

食堂の環境整備を行い、ゴミの分別等のマナーを守る態度を育成する。

○教務～広報まで
・本年度より観点別評価が全学年で実施と
なっていたり、校内研修の充実化がなされ
ていたりなど、各分掌や学年のセクションを
超えて、教職員一丸となったスクールマネジ
メントが醸成されているように感じました。
・誰一人取り残さない教育に教職員が一丸
となって取り組む姿勢に感動するとともに、
今後も大変御苦労だと思いますが、継続し
て取り組んでいただきたいと思います。
・テストの結果だけでなく授業態度や提出
物、出席状況なども生徒の評価の対象とし
て、社会のルールと集団の協調性など育成
されている印象がある。１年生の状態より３
年生の状態が良くなっており、その成果が
見て取れることから、本人の成長とともに学
校側の指導の成果でもあると思われる。ま
た、就職など進路目標もほぼ達成されてお
り、保護者にとっても良い成果が得られてい
る。

○農場部
・昨年度に引き続き、甲種農学校という歴史
と伝統についても中学校や社会に対してＰ
Ｒできるような農業教育のブランド化や差別
化がなされることを期待します。
・３年間のコロナ禍で大きな影響を受けたと
思いますので、今後に期待したいと思いま
す。
・イベントなどを通し地域との連携も図られ、
地域住民からの信頼や期待も大きくなって
おり、生徒はそれにしっかりと応えているよ
うに思われる。また、それらの連携により生
徒のコミュニケーション能力の向上に繋がっ
ていると思われる。

○学年
・貴校の指導課題である生徒指導の徹底が
３学年にわたってなされたことで、先生方や
管理職の苦労の結果が１４０名以上の新入
生の確保に繋がったのではと思います。生
徒指導や学習指導等で大変御苦労されて
いる日々の教育状況の中ですが、学力の
高い生徒や就学意欲の強い生徒への指導
の強化が更になされると、有名大学への進
学など遠賀高校のスクールブランドの強化
が一層なされると思いました。
・３年間の一貫した教育の中で積み重ねら
れた成果が最終学年で出たと思います。
・２年生の修学旅行では、福島の被災地に
出向くなど、「修学」としての機能をしっかり
と果たしていると思われる。

家庭との信頼関係を継続し、生徒の修学を支援できる環境を作る。

事務室等と連携し、経済的な理由による中途退学の防止に努める。

授業を根幹とした学習の積み重ねにより

学力を向上させ、進路実現につなげる。

B

A

A

A

A

Ａ

B
担任・保護者との連携を通し、生徒の実態把握に努め、支援体制を作る。

教育相談や支援内容(｢個別の教育支援計画｣等の活用)を充実させ、効果的な学習支援に努める。

A

A

人権課題（「いじめ問題」を含む）に関する学習を充実させ、職員・生徒の認識を深める。

人権的な視点を大切にした授業創造・授業改善の取組を推進する。

○欠席遅刻ゼロ日１０日間はどのクラスも達成することができなかった。次年度は
コース選択後の新クラスにおいて、心機一転遅刻欠席ゼロに取り組んでいく。
○学力の向上については、分割授業の実施が難しく効率よく指導ができていたとは
言えない。今後も継続的に指導する必要がある。また、登校しているものの授業に
参加しない生徒については、積極的に保護者と連携し指導することで参加状況は
漸次改善した。規則を遵守することを丁寧に教える必要がある。
○各行事の参加状況は概ね良かった。次年度以降に学校行事を牽引する学年と
なることを期待したい。

○各クラス欠席・遅刻ゼロ日を１５日以上という目標を立てたが、達成で
きなかった。遅刻・欠席がゼロの日は２組、４組の１回のみであった。次年
度は生徒の学校への意欲を改善し目標を達成させたい。
○規律の遵守に関しては完璧とは言えないものの、授業中の態度や提
出物の状況がよくなった。身嗜みに関して次年度は更に厳しい指導が必
要である。
○インターンシップ、オープンキャンパスの取組状況は良好であった。次
年度の進路決定に向けて学年一体となって生徒一人ひとり納得のできる
進路選択ができるよう、サポートをしていく。

○欠席・遅刻ゼロ日に関しては目標は達成できなかったが、生徒と話し込
むことで生徒理解を深め、生徒の希望進路の実現のためのサポートは十
分にできた。
〇２月から卒業までの残り少ない学校生活を実りあるものにできた。ま
た、この３年間の学びや経験を次の学年に継承できるように積極的に職
員間で情報共有したい。進路指導については進路指導部と更なる情報共
有及び連携を十分にしながら進めていく必要がある反面、全てを進路指
導部に任せないで、学年でもイニシアチブを握り、進めて行く必要を感じ
た。生徒全員が進路を達成できるまで指導を継続していく。

ＳＣ・ＳＳＷを効果的に活用し、組織的な支援を行う。

掃除場所での開始・終了の挨拶を徹底し時間いっぱい掃除をすることで校内美化に努める。

人権教育

A
基本的生活習慣を身につけさせ、各クラス欠席・遅刻ゼロ日を１５日以上とする。

規律の遵守を徹底し毎日の授業に落ち着いて取り組むことで、学年全体の学力の底上げを図る。

各検定、定期考査等で具体的な目標や習得内容を明示し、努力させ、達成感を味わわせる。

インターンシップ、オープンキャンパスに参加させ、具体的な進路実現に向けて考えさせる。

進路実現の準備として基礎学力を定着させ、進路選択の幅を広げられるようにする。

毎日の授業に落ち着いて取り組み、新評価方法に対応できるように学力の底上げを図る。

様々な活動を通じて自己を見つめ、将来を思い描かせることで意欲的に進路実現を図らせる。

地域関係機関との連携や地域イベントへの参加、商品開発などにより学科のＰＲを行う。

基本的生活習慣を身につけさせ、各クラス欠席・遅刻ゼロ日を１０日以上とする。

積極的に家庭と連携することにより信頼関係を作り、生徒の修学を支援できる環境を作る。

学年を挙げて校内検定の合格に力を注ぎ、GTZD2以上を目指す。

目標を設定し日々の授業を意欲的に取り組むことで、１４１名全員の進級を目指す。

様々な進路行事や学校行事を通して自己と社会を知り、将来像を思い描かせることで意欲をもって生活させる。

リーダーシップの育成することで集団活動の重要性や難しさ、やりがいを感じさせる。

家庭との強固な信頼関係を構築し、生徒の修学を支援できる環境を作る。

基本的生活習慣を身につけさせ、各クラス欠席・遅刻ゼロ日を１０日以上とする。

A

評価項目以外のものに関する意見

Ａ

Ａ

B

PTAとの活動において新たな取組を模索し、活性化を図る。

各担当農場において安全教育を徹底し、実験・実習を効果的に行い、体験学習を通して学習内容の充実を図る。

農場部職員間の連携を密にし、農場の環境整備と健全な農場運営を行い、農業教育の充実を図る。

学科の生徒の希望進路を把握し、学年・担任と連携して適切な進路指導を行う。

教科指導において適切な職業観を育成し、３年間を通したキャリア教育を実践する。

○安全教育を徹底し、大きな事故や怪我無く実習を行うことができた。学習内容の
充実を図るためにも1年生からプロジェクト学習を推進していく必要がある。
○進路指導については学年・担任と連携した指導をし、農業大学校へ３名進学する
ことになった。ただ、農業系の４年制大学に進学する生徒がおらず、１年生から進路
指導を行い、学年と連携した積極的な進路指導を行っていく必要を感じた。
○地域イベントや販売会では、加工品や生産物販売を通して生徒と地域住民の交
流活動を実施することができ、地域や学校の活性化に繋がった。次年度以降も関
係機関との連携を深めていきたい。

A

B

中学校訪問を通して積極的な情報交換を行い、本校の教育活動をアピールする。

HPやSNS、広報誌等を中心に、中学生や保護者に本校の特徴を理解してもらう。

PTA総会や体育大会、文化祭などの学校行事に対し、保護者の積極的な参加を促す。

A

B

A

学校の福祉的な役割や特別支援教育に関わる職員研修を充実させる。

生徒の実態把握に努めると共に関係機関との連携を強化する。

A

A

定期健康診断を通じて、各自の健康状態を把握し健康増進に努める。

○人権・同和教育において、多文化共生に関する内容を取り入れ、個々
の人権感覚を育むことがより重要である。
○特別支援教育支援員及びボランティアが配置された。特に支援員の活
用内容を整理し、特別支援教育の視点や学校の福祉的な役割を考え今
後の生徒支援に活かすことが課題である。
○学校訪問では、水巻南中学校を訪問し授業を参観し、学習支援や学校
生活について意見交流することができた。その重要性から今後も継続し
たい。

○新型コロナウイルス感染症は５類に移行されたが、感染症に限らず自
己や他者の健康に関心を持つ生徒を育成する。
○本年度も多くの生徒・保護者がＳＣ、ＳＳＷへの相談を行った。学年主
任、担任とＳＣ、ＳＳＷとの情報交換や意見交換の場を設定しより良い生
徒への支援を模索していく。
○食堂と連携し、ポイ捨てを減らすためにテイクアウトメニューの選定を
行った。美化厚生委員会の活動などを通し、マナーを守る態度を養う。

○出前授業、体験入学、進路説明会、中学校訪問を通して日頃の
教育活動や情報科学コースの新設についての宣伝を十分に行う
ことができた。教育活動の宣伝としてはインスタグラムを活用し、
中学生や保護者にしっかりとアピールすることができた。
○ＰＴＡと連携し、学校行事では多くの保護者の協力を得ることが
でき、ＰＴＡ活動の活性化を図ることができた。
○志願倍率を上げるために、今後、より様々な角度からのＩＣＴを
活用したアプローチが必要になると考える。

保健室利用の際や健康診断受診時の挨拶やマナーを守る態度を育成する。


